
施策分野 ２　本県の教育の課題に応じた教育のあり方

２－１　規範意識の向上と地域ぐるみで課題に取り組む仕組みづくり

現状と課題

平成２９年度の取組状況の評価

○「学校のきまり（規則）を守っている」と回答した児童生徒の割合は、小・中学生とも全国平均を下回っているが、昨年度より全国平

均に近づいている。昨年度同様、他の２項目は、小学生は全国平均を上回っているが、中学生は下回っている。

○奈良県学校・地域パートナーシップ事業等実施箇所数は微減であるがこれは学校数の減少によるもので、実質的には増加してい

ることになる。また、放課後子ども教室の延べ開催日数も目標値（5,800日）を大きく超えて増加している。
○学校運営協議会（コミュニティ･スクール）の取組は、学校の教育方針の決定などに地域住民や保護者の意向を反映させることで
学校の運営管理の改善を図るものとして、学校と地域の連携、協働体制を組織的・継続的なものとして確立するために有効である
が、県内のコミュニティ・スクールを導入した小･中学校の割合は伸びてはいるが、全国平均に比べて伸びが小さい。
○学校・園の教育力を高めるには、実効性のある学校評価が必要である。「自己評価は学校運営の改善に効果があった」と回答した
学校・園の割合は、全校種で100%を達成した。
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○全国学力・学習状況調査における規範意識に関わる質問に対して肯定的に回答した児童生徒の割合は、現状維持の状態である
が、全国平均に近づいてきているので、今後も規範意識を高めるために自尊感情とともに、他者や地域との関わりに関する意識を向
上させる必要がある。
○道徳教育推進のための研修講座の満足度が73%まで低下した。学習指導要領の内容や指導のポイントの周知に向けて、内容の見
直しを図る必要がある。
○奈良県学校・地域パートナーシップ事業等の実施箇所数や放課後子ども教室の開催日数は順調に増加している。今後も内容の充
実を含め、事業を継続して進める必要がある。また、コミュニティ・スクールも広がってきているが、さらなる拡充が求められる。
○学校評価において自己評価は学校運営の改善に効果があったと回答した学校・園の割合は全て100%を達成した。今後も引き続き、
各学校・園が学校改善の方向性や具体的な方策を明らかにしながら、実効性のある学校評価の実施をしていく必要がある。

1,369

主な取組（平成２７年度～平成２９年度）

平成２９年度上段：取組名　下段：取組内容 平成２８年度

○取組の継続及び充実により小・中学生の規範意識は改善の傾向にあり、全国学力・学習状況調査における小学生の規範意識はほ
ぼ全国並である。一方、中学生は全体的に全国平均を下回っており、引き続き学校及び地域が連携して取組を進めていくことが必要
である。
○社会活動やボランティア活動、放課後子ども教室等、子どもたちと地域との関わりを深め、社会の一員であるという意識を醸成する
仕組みづくりは着実に定着してきている。また、コミュニティ・スクールは学校と地域の連携・協働体制を組織的・継続的なものとして確
立するために有効であり、実施率は上昇している。しかし、全国平均の伸びと比べると低いため、さらなる推進が求められる。

評価

取組の成果と課題

延べ実施件数(件)

1,371
奉仕活動や地域との交流活動等への自主的・積極的な社会参加を通して、高校生に自らの在
り方、生き方等を考えさせ、社会の一員として周囲の人々を思いやる心の醸成に努める。（目
標値：延べ実施件数1,000件以上）

1,253

奈良県高等学校生徒会連絡会 延べ参加人数(人)

県内各高等学校等の生徒会活動等の活性化を図るとともに、ボランティア活動等の社会参加
活動を実施する。（目標値：清掃活動強調月間(10月)、あいさつ強調月間(１月)の延べ参加人
数の増加(前年度比））

10,114

県立高校生による社会参加活動の実施

平成２７年度

10,686 10,841

道徳教育の推進
上中段：推進リーダー研修会開催回数(回)

下段：研修参加者の満足度(%)

平成３０年度以降、小学校から順次実施される道徳の教科化に向け、これまでに作成した指
導資料の活用を促すとともに、道徳教育推進リーダーの育成に取り組む。（目標値：指導資料
を全ての小・中学校に配布、推進リーダーの研修会を年５回開催、研修参加者の満足度90%以
上）

小学校5

中学校5

－

小学校5

中学校5

96.2

小学校5
中学校5

92.9

いのちの教育実践研究発表会 フェスティバル参加者の満足度(%)

道徳教育フォーラムの実施 研修参加者の満足度(%)

地域住民等、保護者、教職員が連携して取り組む道徳教育の方策について協議し、道徳教育
の推進に役立てる。（目標値：研修参加者の満足度90%以上）

99.5 95.0 73.0

人権教育の推進
研修参加者の満足度(%)
年間学校訪問回数(回)

学校・地域パートナーシップ事業（幼・小・中） 実施箇所数（箇所）　※奈良市を含む

「人権教育の推進についての基本方針」及び「人権教育推進プラン」の具現化に向けた各種研
修会を実施するとともに、学校訪問を通じて指導助言を行う。(目標値：研修参加者の満足度
90%以上、年間学校訪問回数60回以上）※満足度は学校教育のみの値

93.8
62

95.0
52

94.6
57

うだ・アニマルパークにおける動物との触れ合いを生かした「いのち」に関する学習を核に、生
命を尊重する心を育てる実践的な研究を行い、その成果等をうだ・アニマルパークにおける
フェスティバルにおいて発表する。（目標値：フェスティバル参加者の満足度90%以上）

99.1 98.9 100

学校と保護者・地域が協働することにより、規範意識や社会性等、子どもたちの課題解決を図
るとともに、園・学校をベースとした地域コミュニティを構築し、地域の教育力の向上を図る。(目
標値：実施箇所数300箇所）

283 295
293

学校減により
実質は増

新・県立学校による地域との協働推進事業 延べ参加生徒数（人）

地域の人の参画を得ることにより、放課後や週末等における子どもたちの様々な体験活動を
創出する。（目標値：延べ開催日数5,800日）

4,959 6,067 7,608

生徒が主体的に企画した地域や地元企業等と協働する取組を支援する。（目標値：延べ参加
生徒数を調査）

－ － 9,591

放課後子ども教室等の実施 延べ開催日数（日）※奈良市を含む
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放課後子ども教室等の実施 

地域の人の参画を得ることにより、放課後や週末等における子どもたちの様々な体験活動を創出する。

延べ開催日数6,000日

いのちの教育実践研究発表会

うだ・アニマルパークにおける動物との触れ合いを生かした「いのち」に関する学習を核に、生命を尊重する心を育てる実践的な研究を行
い、その成果等をうだ・アニマルパークにおけるフェスティバルにおいて発表する。

フェスティバル参加者の満足度90%以上

生徒が主体的に企画した地域や地元企業等と協働する取組を支援する。

延べ参加生徒数の増加（昨年度比）

人権教育の推進

「人権教育の推進についての基本方針」及び「人権教育推進プラン」の具現化に向けた各種研修会を実施するとともに、学校訪問を通じ
て指導助言を行う。

研修参加者の満足度90%以上、「基本方針」や「推進プラン」に基づく指導助言の実施

生徒指導に関する研修講座の充実

規範意識の向上のための開発的・予防的な生徒指導を進めるため、研修講座の一層の充実を図る。

＊　＊　＊

県立高校生による社会参加活動の実施

奉仕活動や地域との交流活動等への自主的・積極的な社会参加を通して、高校生に自らの在り方、生き方等を考えさせ、社会の一員と
して周囲の人々を思いやる心の醸成に努める。

延べ実施回数1,000回以上

奈良県高等学校生徒会連絡会

県内各高等学校等の生徒会活動等の活性化を図るとともに、ボランティア活動等の社会参加活動を実施する。

清掃活動強調月間(10月)、あいさつ強調月間(１月)の延べ参加人数の増加(前年度比）

学校評価の適切な実施と学校改善の推進

上段：取組名　　中段：事業・取組内容　　下段：平成３０年度指標・目標値

県独自の調査を実施し、県内全ての公立学校・園における学校評価の状況を把握する。

各学校・園が実施している学校評価の実態を把握し、学校改善につながる学校評価の実施に向けた支援を行う。

新規に４校に設置

道徳教育の推進

小学校から順次実施される道徳の教科化に向け、これまでに作成した指導資料の活用を促すとともに、道徳教育推進リーダーの育成に
取り組む。

指導資料を全ての小・中学校に配布、推進リーダーの研修会を年５回開催、研修参加者の満足度90%以上

コミュニティ･スクールの抜本的拡充

県立学校に学校運営協議会を設置する。

県立学校による地域との協働推進事業

今後の主な取組より (平成３０年度)
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